
(JSN様式3)

役員などのCOI自己申告書:EUm]1.01～12.31
-

（就任時の前年から1年ごとに過去3年分提出）

一般社団法人日本腎臓学会理事長殿

申 告者氏名（会員番号）

所属（機関・教室/診療科） ・職名：

本学会での役職名： 口理事長

特定委員会名: n委員会蓼

本学会での役職名： 口理事長

岡本孝之 （ 013051 ）

北海道大学小児科・講師

口理事口監事口学術総会長口次回学術総会長口東西学術大会会長

…会名：艤言薦に離騨嗜憲菫驚諌壼蕊員、
口学会従業員□その他

自己申告者自身の申告事項A.

' 企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 （口有 。 回無）
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 役職般員･顧問など） 金額区分

１
－
２
’
３

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

剛駒2．株の保有と、その株式から得られる利益（最近1年間の本株式による利益） （口有
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5%以上保有のものを記載）

’
企業名 持ち株数 申冑I寺の掬直(-形”二り） 金額区分

'1

届
金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有 ・ 回無）
（1つの特許使用料が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 特許名 金額区分

１
－
２

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

4．企業や営利を目的とした団体より、会議の出席（発表,助言など）に対し、研究者を拘束した時間・労力
に対して支払われた日当、講演料などの報酬

（1つの企業。団体からの講演料が年間合計50万円以上のものを記載）

企業・団体名

1

2

3

4

5

6

7

8

9 1
10

瀬(口有

金額区分

ノ

I
１
１

金額区分：①50万円以上②100万円以上③200万円以上

1



《

P無）5．企業や営利を目的とした団体がパンフレットなどの執筆に対して支払った原稿料 （口有

（1つの企業・団体からの原稿料が年間合計50万円以上のものを記載）

金額区分：①50万円以卜②100万円以卜③200万円以ﾄ・

a企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有噸
（1つの企業・団体から、医学研究（共同研究、受託研究、治験など）に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る研究契約金の総額が

年間100万円以上のものを記戦）

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

金額区分：①100万円以上②1000万円以上③2000万円以上

鯛7．企業や営利を目的とした団体が提供する奨学（奨励）寄付金（口有 ・
（1つの企業・団体から、申告者個人または申告者が所属する讃座・分野または研究室に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る

寄付金の鍵額が年間100万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

鯛8．企業などが提供する寄付購座 （口有 ・
（企業などからの寄付讃座に所属している場合に記載）

夷買的に使途を決定し得る寄付金の総額が年間100万円以上の*,の穿顯側

弧9．その他の報酬（研究とは直接に関係しない旅行、贈答品など）
（1つの企業・団体から受けた報酬が年間5万円以上のものを記載）

(口有

金額区分：①5万円以上②20万円以上

2

企業・団体名 金額区分

1

2

企業・団体名 研怒躯分 金額区分

1

2

3

企業・団体名 金額区分

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

企業・団体名 謝寸…； 調露#間
1

2

企業・団体名 報酬内容 金額区分
1

2

3



B.申告者の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産を共有する者の申告事項

該 けください。

こちらにしをお付けの場合は下肥項目の記入は必要ございません。

口申告事項有り：下記の該当項目にご配入ください。無い項目には「無」にしを付けてください。

1．企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 （口有 ． 口無）
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを記敏）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

2．株の保有と、その株式から得られる利益（最近1年間の本株式による利益） （口有 ． 口無）
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5％以上保有のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3．企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有 ・ 口無）
（1つの特許使用料が年間1”万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3

該当者氏名

企業・団体名

申告者との関係

役職（役員･顧問など） 金額区分

1

2

3

該当者氏名

企業名 持ち株数

申告者との関係

申…直(-鮒り） 金額区分

1

ワ
ー

該当者氏名 申告者との関係

企業・団体名 特許名 金額区分

1

2

’



C. 申告者の所属する研究機関。部門（研究機関，病院，学部またはセンターなど）の長にかかる
institutiona1 COI開示事項（申告者が所属研究棲関・部門の長と過去に共同研究者，分担研究者の関係

にあったか、或いは現在ある場合に該当する）

該豐繊零呈墓蹴I唾離しをお付けの場合は下記項目の記入は必要ございません
ロ申告事項有り：下記の該当項目に開示基準額以上であれば，金額区分番号をご記入ください．

1．企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有 ・ 口無）
（1つの企業。団体か契約に基づいて，申告者の医学系研究（助成研究、共同研究，受託研究など）に関連して，当該の長が過去3年以

内に実質的に使途を決定し得る研究契約金で実際に割り当てられたものを記載）

申告者所属の長の職名・氏名 企業・団体名 研修調彰シ ’ 金額区分

１
’
２
－
３

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

開示基準額1000万円/企業/年金額区分:O1000万円≦②2000万円≦③4000万円≦

2．企業や営利を目的とした団体が提供する寄附金（口有 ． 口無）
（1つの企業・営利団体から，申告者の研究に関連して，所属研究機関そのものあるいは，部門（病院，学部またはセンター，講座）の長

に提供され、過去3年以内に実質的に使途を決定し得る寄附金で実際に割り当てられたものを記載）

企業・団体名 金額区分

１
－
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

開示基準額200万円/企業/年金額区分:O200万円≦ ②1000万円≦ ③2000万円≦

3．その他（申告者が所属する研究機関そのもの、あるいは機関“部門の長が本学会の事業活動に関係する企
業などの株式保有、特許使用料、あるいは投資など） （口有 ・ 口無）
（本学会の事業活動において影響を与える可能性が想定される場合に記載）

｜ ｜所属機関､部門あるいはその長の職名･氏名｜ 企業・団体名 ｜研究駆分
1

2

3

目区分：①株式（5％以上） ②特許③投資（例、ベンチャー企業） ④その他

コメント

１
１

項

;.l;｡l誓約：私の利益相反に関する状況は上記の通りであることに相違ありません。私の日本腎臓学会での職務遂行上で妨げとなる、これ以外の
利益相反状態は一切ありません。なお、本申告書の内容は，社会的・法的な要請があった場合は、公開することを承認します。

申告日 （西暦） 2026年9月30 日

申告者署名 ／霞)部分
し ‐ ･

熱
つ

Z=

受付番号

(本申告書は､任期満了､あるいは委員の委嘱撤回の日から2年間保管されます）

4



(JSN様式3)

役員などのCOI自己申告書：師烈1.01～12.31
ロニーーーーー一一一一一一

－(就任時の前年から1年ごとに過去3年分提出）

一般社団法人日本腎臓学会理事長殿

申 告者氏名（会員番号） 岡本孝之 （ 013051 ）

所属（機関・教室/診療科） ・職名： 北海道大学小児科・講師

本学会での役職名： 口理事長口理事口監事口学術総会長口次回学術総会長口東西学術大会会長

縦委…：臓言蕊に離鱒電晨墓鑿意壼驫飴
口学会従業員□その他

A. 自己申告者自身の申告事項

' 企業や営利を目的とした団体の役員､顧問職の有無と報酬額 （口有 ．鰍）
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 役職(役員顧問など） ’ 金額区分
ｌ
ｌ
２
ｌ
３

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

2#の保有と､その株式から得られる利益(最近,年間の本株式による利益， （口有、蕪｛
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5%以上保有のものを記載）

｜ ’ 企業名 持ち株数 申告時砺引値(~形嘩り） 金額区分

１
’
２

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

戚）3企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有
（1つの特許使用料が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 特許名 金額区分

'｜
面司

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

傘篭凄潔鷲熟議薦助言篇‘ﾐ対蹴究者蕾拘軋た時間労”
企業・団体名 金額区分

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
－
５
↑
６
｜
ワ
ー
Ｂ
ｌ
９
ｌ
ｍ

金額区分：①50万円以上②100万円以上③200万円以上

1



蝦5．企業や営利を目的とした団体がパンフレットなどの執筆に対して支払った原稿料 （口有
（1つの企菜・団体からの原稿料が年間合計50万円以上のものを配駁）

金額区分：①50万円以卜②100万円以卜③200万円以卜

a企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有 麟）
（1つの企業・団体から、医学研究（共同研究、受託研究、治験など）に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る研究契約金の総額が

年間100万円以上のものを記載）

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

金額区分：①100万円以上②1000万円以上③2000万円以上

7企業や営利を冒的とした団体が提供する奨学(奨励)寄付金(口有 回曇）
（1つの企業・団体から、申告者個人または申告者が所属する鯛座・分野または研究室に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る

寄付金の総額が年間100万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

砿）8．企業などが提供する寄付講座 （口有 ・
（企業などからの寄付讃座に所属している場合に記鮫）

*実質的に使途を決定し得る寄付金の蕊額が年間100万円以上のものを記載

囮漁9．その他の報酬（研究とは直接に関係しない旅行、贈答品など） （口有
（1つの企業・団体から受けた報酬が年間5万円以上のものを記載）

金額区分：①5万円以上②20万円以上

2

企業・団体名 金額区分

1

2

企業・団体名 …ナ 金額区分

1

2

3

企業・団体名 金額区分

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

企業・団体名 討寸:錘翻； 設醗＃間

1

2

企業・団体名 報酬内容 金額区分

1

2

3



B.申告者の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産を共有する者の申告事項
／

該 けください。

こちらにしをお付けの場合は下記項目の記入は必要ございません。

h 囮】I

口申告事項有り：下配の該当項目にご記入ください。無い項目には『無」にしを付けてください。

1．企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 （口有 . 口無）
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

2．株の保有と、その株式から得られる利益（最近1年間の本株式による利益） （口有 ・ 口無）
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5％以上保有のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3．企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有 ・ 口無）
（1つの特許使用料が年間100万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3

該当者氏名

企業・団体名

申告者との関係

役職般員･顧問など） 金額区分

1

2

3

該当者氏名

企業名 持ち株数

申告者との関係

申告H捌直H…り） 金額区分

1

ワ
ー

該当者氏名 申告者との関係

企業・団体名 特許名 金額区分

1

2



C. 申告者の所属する研究機関・部門（研究機関，病院，学部またはセンターなど）の長にかかる

institutional COI開示事項（申告者が所属研究棲関“部門の長と過去に共同研究者，分担研究者の関係
にあったか、或いは現在ある場合に該当する）

該当隷空呈喜墨蕊‘だ鯉し書お付けの場合は下記項圓の記入は必要ございませ〃
口申告事項有り：下記の該当項目に開示基準額以上であれば，金額区分番号をご記入ください．

企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有 ・ 口無）
（1つの企業・団体か契約に基づいて，申告者の医学系研究（助成研究、共同研究，受託研究など）に関連して，当該の長が過去3年以

内に実質的に使途を決定し得る研究契約金で実際に割り当てられたものを記載）

1

申告者所属の長の職名・氏名 企業・団体名 研究灘Z分 ｜ 金額区分

１
－
２
－
３

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

開示基準額1000万円/企業/年金額区分:O1000万円≦②2000万円≦③4000万円≦

2．企業や営利を目的とした団体が提供する寄附金（口有 ・ 口無）
（1つの企業・営利団体から，申告者の研究に関連して，所属研究機関そのものあるいは，部門（病院，学部またはセンター，講座）の長

に提供され、過去3年以内に実質的に使途を決定し得る寄附金で実際に割り当てられたものを記載）

企業・団体名 金額区分

１
ｌ
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
ｌ
５

開示基準額200万円/企業/年金額区分;O200万円≦ ②1000万円≦ ③2000万円≦

3．その他（申告者が所属する研究機関そのもの、あるいは機関･部門の長が本学会の事業活動に関係する企
業などの株式保有、特許使用料、あるいは投資など） （口有 ・ 口無）
（本学会の事業活動において影響を与える可能性が想定される場合に記載）

所属機関､部門あるいはその長の職名･氏名 企業・団体名 ｜研号識訟
1

2

3

目区分：①株式（5％以上） ②特許③投資（例、ベンチャー企業） ④その他

コメント

項

誓約：私の利益相反に関する状況は上記の通りであることに相違ありません。私の日本腎臓学会での職務遂行上で妨げとなる、これ以外の
利益相反状態は一切ありません。なお、本申告書の内容は，社会的・法的な要請があった場合は、公開することを承認します6

申告日 （西暦）2026年9月30 日

/a葦鴦少裳
レ

クロ．

申告者署名

受付番号

(本申告害は､任期満了､あるいは委員の委嘱撤回の日から2年間保管されます）

4



(JSN様式3)

役員などのCOI自己申告書:m"]1.01～12.31
(就任時の前年から1年ごとに過去3年分提出）

一般社団法人日本腎臓学会理事長殿

申告者氏名（会員番号）

所属（機関・教室/診療科） ・職名：

岡本孝之 （ 013051 ）

北海道大学小児科・講師

本学会での役職名： 口理事長口理事口監事口学術総会長口次回学術総会長口東西学術大会会長

特定雲…：蹴毒曼菫に騏鴬嗜晨墓鑿意簔驫員会
口学会従業員□その他

A. 自己申告者自身の申告事項

蛾1 企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 （口有
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 役職（役員･顧問など） 金額区分

１
－
２
－
３

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

[n無ア2．株の保有と、その株式から得られる利益（最近1年間の本株式による利益） （口有
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5％以上保有のものを記載）

企業名 持ち株数 申告H…直(一密り） 金額区分

い
届

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

p無13企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有
（1つの特許使用料が年間100万円以上のものを記載）

企業・団体名 特許名 金額区分

１
’
’
２

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

4．企業や営利を目的とした団体より、会議の出席（発表,助言など）に対し、研究者を拘束した時間。労力

に対して支払われた日当、講演料などの報酬

（,つの企業.団体からの講演料が年間合計50万円以上のものを記載） （口有 回無；
企業・団体名 金額区分

１
’
２
’
３
－
４
ｌ
５
ｌ
６
－
７
－
８
ｌ
９
－
ｎ

金額区分：①50万円以上②100万円以上③200万円以上

1



個蕪）5．企業や営利を目的とした団体がパンフレットなどの執筆に対して支払った原稿料 （口有
（1つの企業・団体からの原稿料が年間合計50万円以上のものを記駁）

令額区分：①50万円以卜②100万円以卜③200万円以卜

a企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有 ．蝿
（1つの企業・団体から、医学研究（共同研究、受託研究、治験など）に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る研究契約金の総額が

年間1”万円以上のものを記載）

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

金額区分：①100万円以上②1000万円以上③2000万円以上

業や営利を目的とした団体が提供する奨学(奨励)寄付金(口有 ． 画曇）
っの企業・団体から、申告者個人または申告者が所属する鋼座・分野または研究室に対して、申告者が実質的に使途を決定し得る

寸金の総額が年間100万円以上のものを記戯）

7

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

蝿8．企業などが提供する寄付講座 （口有 ・
（企薬などからの寄付購座に所属している場合に紀載）

*実質的に使途を決定し得る寄付金の総額が年間100万円以上のものを記賊

噸9．その他の報酬（研究とは直接に関係しない旅行、贈答品など） （口有
（1つの企業・団体から受けた報酬が年間5万円以上のものを記鮫）

金額区分：①5万円以上②20万円以上

2

企業・団体名 金額区分

1

2

企業・団体名 …〉 金額区分

1

2

3

企業・団体名 金額区分

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

企業・団体名 ~j:…； 讃鍾澗

1

2

企業・団体名 報酬内容 金額区分

1

2

3



B.申告者の配偶者、一親等内の親族、または収入・財産を共有する者の申告事項

該 けください。

こちらにしをお付けの場合は下記項目の記入は必要ございません。

口申告事項有り：下記の該当項目にご記入ください。無い項目には『無」にしを付けてください。

1．企業や営利を目的とした団体の役員、顧問職の有無と報酬額 （口有 ・ 口無）
（1つの企業・団体からの報酬額が年間100万円以上のものを配載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

2．株の保有と、その株式から得られる利益（最近1年間の本株式による利益） （口有 ・ 口無）
（1つの企業の1年間の利益が100万円以上のもの、あるいは当該株式の5%以上保有のものを記戯）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3．企業や営利を目的とした団体から特許権使用料として支払われた報酬 （口有 ・ 口無）
（1つの特隣使用料が年間100万円以上のものを記載）

金額区分：①100万円以上②500万円以上③1000万円以上

3

該当者氏名

企業・団体名

申告者との関係

役職（役員･顧問など） 金額区分

1

2

3

’

該当者氏名

企業名 持ち株数

申告者との関係

申…直(巻り） 金額区分

1

ワ
ー

該当者氏名 申告者との関係

企業・団体名 特許名 金額区分

1

2



C. 申告者の所属する研究機関・部門（研究機関，病院，学部またはセンターなど）の長にかかる
institutiona! COI開示事項（申告者が所属研究機関。部門の長と過去に共同研究者，分担研究者の関係
にあったか、或いは現在ある場合に該当する）

該豐譲宰鰹蹴唾誰ﾚをお付けの場合は下記項属の記入は必要ございま伽
口申告事項有り：下記の該当項目に開示基準額以上であれば，金額区分番号をご記入ください．

1．企業や営利を目的とした団体が提供する研究費 （口有 ． 口無）
（1つの企業・団体か契約に基づいて，申告者の医学系研究（助成研究、共同研究，受託研究など）に関連して，当該の長が過去3年以

内に実質的に使途を決定し得る研究契約金で実際に割り当てられたものを記載）

申告者所属の長の職名・氏名 企業・団体名 "F畷矧諺シ ’ 金額区分

１
’
２
－
３

研究費区分：①産学共同研究②受託研究③治験④その他

開示基準額1000万円/企業/年金額区分:O1000万円≦②2000万円≦③4000万円≦

2．企業や営利を目的とした団体が提供する寄附金（口有 ・ 口無）
（1つの企業。営利団体から，申告者の研究に関連して，所属研究機関そのものあるいは，部門（病院，学部またはセンター，講座）の長

に提供され、過去3年以内に実質的に使途を決定し得る寄附金で実際に割り当てられたものを記載）

企業・団体名 金額区分

１
ｌ
２
ｌ
３
ｌ
４
－
５

開示基準額200万円/企業/年金額区分：①200万円≦ ②1000万円≦ ③2000万円≦

3．その他（申告者が所属する研究機関そのもの、あるいは機関・部門の長が本学会の事業活動に関係する企
業などの株式保有、特許使用料、あるいは投資など） （口有 ・ 口無）
（本学会の事業活動において影響を与える可能性が想定される場合に記載）

所属機関、部門あるいはその長の職名・氏名 企業・団体名 弼馴毒〉
1

2

3 1
目区分；①株式（5％以上） ②特許③投資（例、ベンチャー企業） ④その他

コメント

項

誓約：私の利益相反に関する状況は上記の通りであることに相違ありません。私の日本腎臓学会での職務遂行上で妨げとなる、これ以外の
利益相反状態は一切ありません。なお、本申告書の内容は，社会的・法的な要請があった場合は、公開することを承認しますb

申告日 （西暦）2026年9月30 日

過重Z_a=－釜申告者署名

受付番号

(本申告書は､任期満了､あるいは委員の委嘱撤回の日から2年間保管されます）
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